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政
治
家
の
寄
附
は
禁
止
！ 

有
権
者
が
政
治
家
に
寄
付
を

求
め
る
こ
と
も
禁
止
！

　
年
末
年
始
は
、
お
歳
暮
や
お

年
賀
な
ど
何
か
と
贈
り
物
を
す

る
機
会
の
多
い
シ
ー
ズ
ン
で
す

が
、
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人

に
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
有
権
者
が
政
治
家
に

寄
附
や
贈
り
物
を
求
め
る
こ
と

も
、
公
職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
寄

附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、

明
る
い
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ

う
。
詳
し
く
は
総
務
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
５
３
１

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期

限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

令
和
元
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
は
、
月
額
１
６
，
４
１
０

円
で
す
。
保
険
料
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書

に
よ
り
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納

付
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利

用
し
て
の
納
付
、
便
利
で
お
得

な
口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
期
限
ま
で
に

納
め
て
い
た
だ
け
な
い
方
に
対

し
て
、
電
話
、
文
書
、
訪
問
に

よ
り
早
期
に
納
め
て
い
た
だ
く

よ
う
ご
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、

強
制
徴
収
の
手
続
き
に
よ
っ
て

督
促
を
行
い
、
指
定
さ
れ
た
期

限
ま
で
に
納
付
が
無
い
場
合

は
、
延
滞
金
が
課
せ
ら
れ
る
だ

け
で
は
な
く
、
納
付
義
務
の
あ

る
方
（
被
保
険
者
本
人
、
そ
の

配
偶
者
及
び
世
帯
主
）
の
財
産

を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
早
め
の
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
保

険
料
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
市
役
所

本
庁
ま
た
は
各
総
合
支
所
で
お

手
続
き
く
だ
さ
い
。

場
所　
保
険
医
療
課
（
市
役
所

本
庁
舎
２
階
）、
各
総
合
支
所

市
民
生
活
課

問 

納
付
方
法
や
強
制
徴
収
に

つ
い
て･･･

栃
木
年
金
事
務
所
☎

（22）
４
１
３
１

免
除
申
請
に
つ
い
て･･･

保
険
医
療
課　
☎

（21）
２
１
３
４

交
通
事
故
な
ど
で
保
険
証
を 

使
う
と
き
は
届
出
が
必
要
で
す

　
交
通
事
故
や
ケ
ン
カ
、
他
人

の
犬
に
噛
ま
れ
た
場
合
な
ど
、

第
三
者
（
加
害
者
）
の
行
為
に

よ
っ
て
受
け
た
傷
病
の
治
療
費

は
、
原
則
、
加
害
者
が
負
担
す

る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
国
民
健

康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
で
は
負
担
で
き
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、「
第
三
者
行
為
に

よ
る
傷
病
届
」
を
提
出
す
る
こ

と
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
利
用

し
、
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
健
康
保
険
が
治
療
費
を

一
時
的
に
立
て
替
え
、
後
日
、

加
害
者
に
請
求
し
ま
す
。）

　
交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行

為
に
よ
る
傷
病
で
治
療
を
受
け

る
場
合
は
、
保
険
医
療
課
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※
届
出
前
に
示
談
を
行
う
と
健

康
保
険
が
使
え
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

対
象　
国
民
健
康
保
険
・
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方

問 

保
険
医
療
課

国
保
係　
　
　
☎
（21）
２
１
３
１

医
療
給
付
係　
☎
（21）
２
１
３
６

年
末
の
交
通
安
全
運
動 

12
月
11
月（
水
）～
31
日（
火
）

　
「
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
！
あ
な
た

が
主
役
で
す
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図

り
、
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で

住
み
よ
い
社
会
の
実
現
を
目
指

す
た
め
、
交
通
安
全
運
動
を
実

施
し
ま
す
。
交
通
マ
ナ
ー
を
遵

守
し
、
交
通
事
故
「
０
」
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
！

問 

交
通
防
犯
課
☎

（21）
２
１
５
１

野
焼
き
は
禁
止
で
す
！

　
自
宅
敷
地
内
を
含
む
野
外
で

の
焼
却
行
為
（
野
焼
き
）
は
一

部
行
為
（
農
業
や
宗
教
上
で
や

む
を
え
な
い
も
の
な
ど
）
を
除

き
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
」
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
禁
止
行
為
で
な
く

と
も
周
辺
環
境
に
著
し
い
影
響

が
あ
る
場
合
は
や
め
て
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

ご
み
と
し
て
ご
み
集
積
所
に
出

せ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
分
別
し

て
適
切
に
出
す
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

問 

環
境
課　
☎

（21）
２
１
４
３

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
被

害
木
の
伐
採
等
の
費
用
を
一

部
補
助
し
ま
す
。

　
特
定
外
来
生
物
ク
ビ
ア
カ
ツ

ヤ
カ
ミ
キ
リ
に
よ
る
樹
木
の
被

害
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
、

成
虫
の
発
生
源
と
な
る
被
害
木

の
伐
採
等
に
係
る
費
用
の
一
部

補
助
し
ま
す
。
た
だ
し
、
予
算

が
無
く
な
り
次
第
、
終
了
と
な

り
ま
す
。

補
助
対
象

対
象
と
な
る
木　
市
が
被
害
木

で
あ
る
と
判
定
し
た
も
の
で
、

被
害
木
の
伐
採
後
の
処
置
、
運

搬
等
に
つ
い
て
適
切
に
防
除
及

び
拡
散
防
止
対
策
を
行
う
予
定

の
も
の
。
た
だ
し
、
果
樹
園
は

対
象
外
。

対
象
と
な
る
費
用　
被
害
木
の

伐
採
（
切
断
）
お
よ
び
運
搬
に

係
る
費
用
。
た
だ
し
、
所
有
者

等
が
自
ら
伐
採
（
切
断
）
お
よ

び
運
搬
す
る
場
合
に
お
け
る
器

具
の
購
入
費
用
は
補
助
対
象

外
。

※
対
象
者
、
申
請
方
法
等
は
環

境
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問 

環
境
課　
☎

（21）
２
１
４
１

12
月
４
日（
水
）～
10
日（
火
） 

人
権
週
間

12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
」

「
人
権
デ
ー
」
と
は
、

１
９
４
８
年
12
月
10
日
「
世
界

人
権
宣
言
」
の
採
択
を
記
念
し

て
国
連
が
定
め
た
、
世
界
的
な

記
念
日
で
す
。
日
本
で
は
人
権

デ
ー
を
最
終
日
と
す
る
１
週

間
（
12
月
４
日
～
10
日
）
を
人

権
週
間
と
し
、
人
権
尊
重
思
想

の
普
及
高
揚
の
た
め
の
啓
発
活

動
を
全
国
的
に
展
開
し
て
い
ま

す
。
本
市
で
も
、
街
頭
啓
発
や

特
設
相
談
、
講
演
会
な
ど
を
通

じ
、
人
権
尊
重
思
想
へ
の
理
解

を
よ
り
い
っ
そ
う
深
め
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
重
点
的
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

人
権
特
設
相
談

人
権
週
間
の
期
間
中
、
市
で
は

各
地
域
に
特
設
相
談
所
を
設

け
、
人
権
に
関
す
る
様
々
な
相

談
に
人
権
擁
護
委
員
が
対
応
い

た
し
ま
す
。
ご
予
約
は
不
要
で

す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

12
月
５
日
（
木
）　

10
時
～
12

時
、
13
時
～
15
時　
大
平
隣
保

館
（
大
平
町
新
）

12
月
６
日
（
金
）　

10
時
～
12

時
、
13
時
～
15
時　
厚
生
セ
ン

タ
ー
（
旭
町
）

問 

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
１
６
１

下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
を

お
使
い
の
方
へ　

使
用
人
数

等
の
変
更
の
際
に
は
届
出
を

　
下
水
道
を
利
用
し
井
戸
水
を

使
用
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
大

平
・
藤
岡
地
域
で
農
業
集
落
排

水
を
ご
利
用
の
方
に
つ
き
ま
し

て
は
、
使
用
人
数
で
料
金
を
算

定
し
て
い
る
た
め
、
人
数
が
変

更
に
な
っ
た
と
き
や
、
井
戸
水

の
使
用
を
新
た
に
開
始
ま
た
は

中
止
し
た
と
き
に
は
、
届
出
の

提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
問
合
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

※
水
道
水
（
市
水
道
）
だ
け
を

使
用
し
て
い
る
場
合
は
、
人
数

変
更
届
の
提
出
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

問 

企
業
経
営
課
（
水
道
庁
舎

内
）　　
　
　
☎

（25）
２
１
０
０

水
洗
ト
イ
レ
の
工
事
費
借
り

入
れ
の
利
子
を
市
が
負
担
し

ま
す

　

市
で
は
、
水
洗
ト
イ
レ
へ

の
改
造
の
促
進
の
た
め
、
公

共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水

へ
の
接
続
に
必
要
な
工
事
費

を
銀
行
な
ど
か
ら
借
り
る
場

合
、
１
０
０
万
円
ま
で
は
無
利

子
で
融
資
が
受
け
ら
れ
る
「
水

洗
便
所
改
造
資
金
融
資
あ
っ
せ

ん
（
利
子
補
給
）
制
度
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
利
子

補
給
を
受
け
る
た
め
に
は
条
件

が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
工
事
を
始
め
る
前

に
、
必
ず
問
合
先
へ
連
絡
く
だ

さ
い
。

問 

下
水
道
建
設
課

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
２
９
０

建設工事等業者登録のお知らせ
　市が発注する建設工事及び測量建設コンサルタント業務等の受注を希望される方は
名簿への登録が必要です。

①建設工事等入札参加者の資格審査申請
対象　現在未登録で、令和２年度の入札に参加を希望する方（業種の追加登録を含む）
受付期間　令和元年 12 月９日（月）～令和２年１月 10 日（金） （閉庁日除く）
提出書類等　提出要領、入札参加資格審査申請書等を市ホームページに掲載
　　　　　　および問合先窓口にて配布
登録有効期間　令和２年４月１日～令和３年３月 31 日
②小規模工事等契約希望者登録
対象　現在未登録で１回あたり 50 万円未満の小規模な取引を希望する市内に本店が
　　　ある業者
受付期間　随時（閉庁日を除く）
提出書類等　申請書類等一式（市ホームページに掲載および問合先にて配布）、
　　　　　　市税の完納証明書、希望する業種を履行するために必要な資格、
　　　　　　免許等を証明する書類の写し
登録有効期間　令和２年９月 30 日まで
共通事項
申請方法　契約検査課（本庁舎３階３Ｃ – ７番窓口）に直接または郵送にて
※①は市内本店業者のみ直接持参可
郵送先 : 〒３２８– ８６８６  栃木市万町９番 25 号　栃木市契約検査課あて
※①、②の両方に登録することはできません。また、いずれの制度も登録することで
  指名を約束するものではありません。　　　　　　　問 契約検査課 ☎（２１）２３６１

ゴミや油分を排水口に流さないよう注意してください
　家庭の台所やお店の厨房等から流れ込んだ
ゴミや油分で下水管が詰まり、汚水がマスや
マンホールから溢れだすことがあります。
また、浄化槽の場合はゴミや油分が流れ込む
ことにより処理機能が低下したり本体が故障
したりすることがあります。
こんなことにならないためにも・・・
・トイレットペーパー以外のゴミは流さない。
・使用した調理器具・食器類は油分をふき取ってから洗う。
・スープ・汁物類は使わなくなった布等でこしてから流す。
・揚げ物に使った油は廃食用油の回収に出すか、市販の凝固剤等で
　固めてゴミに出す。
・お店等で油分を分離する装置がある場合は、装置の清掃をこまめに行う。
 など工夫をし、ゴミや油分が下水道や浄化槽に流れ込まないようご注意
 ください。　　　　　　　　　　　問 下水道建設課☎（２１）２２９０

下水道に詰まっていたゴミ


